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第 三 表 1387—1900年間の企業結合 第二表製造工場の增大規模

ェ 燊 -♦度
エ
場
數

一ェ塲當り平均

資 本 賃勞働 
者 數

生產物 
價 値

農’機具 1910 640
巧

400,439 79 228,639

1900 715 220,571 65 141,549

1890 910 159,686 43 89,310

18801943 31,966 20 35,327

18702076 16,780 12 25,080

18602X16 6,553 8 9,845

18501333 2,674 5 5,133

:綿製品, 19101324 621,025 286 474,616

19001055 442,882 287 321,617

1890 905 391,183 242 296,112

18801005 .218,412 185 209,90.1

1B70 956 147,182 142 185,659

18601091 90,362 112 106,033

18501094 68,100 84 56,553

鐵 鋼 1910 654 2,281,828 426 2,105,737

1900 668 858,371 333 1,203,545

1890 699 591,085 250 683,124

1880 699 294,692 197 . 418,583

1870 726 161,523 103 274,878

1860 542 82,283 65 99,341

1850 468 46,718 53 43,650

年 度 企 ，.....業  

結合數
總 类 本  

(株式社債）

1887 8
千弗 

216,226

1888 3 23,卯 0

, 1 8 8 9 12 152,179

1890 13 165,156

1891 17 166,200

1892 10 193,412

1893 6 ’ 239.015

1894 2 30,400

1895 6 107,255

1896 6 49,850

1897 4 81,000

小計(1887—1掛7) 86 1,414,293

.1898 20 708,600

1899 87 2,243,995

1900 42 831,415

小 tK1898—1900) 149 3,784,010

總計(1887—1900) 235 6,198,303

本
額
に
お
い
てU
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年
以
上
の
增
加
と
な
つ

2
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て
い
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,5
2
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28
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■ト
の
結
合
は
禁
止
さ
れ
た
が
そ
れ
に
對
し
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一
l

16
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4e
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6.
獨
占
資
本
は
持
株
裏
制
に
よ
る
ト
ラ
ス
ト 

「

決
-
-61
/

2
- 

8

&

.1

を
形
成
し
た
。

こ
れ
は
各
州
に
於
い
て
次

 々

5

69
72
54
46
ks
.
7,
]

.

-.

に

會

社

法

が

改

正

さ

れ

持

株

^

^

制

度

に

よ 

^

88
0

87
0

86
0

85
0

J6
1
1
19
;■
■

る(

^

フ

)

ス
ト
め
形
成
が
可
能
と
な
っ
て
か
ら 

r

h

r

p

h

r

l

V.
em

‘
 

■
で
.あ
る
。
資
本
の
集
積
、
集
中
に
よ
る
剩
餘 

y

r.
ob
l

'
價
値
と
、
剩
餘
價
値
率
と
利
潤
率
は
第
四
表 

'

pr
.:

に
よ
っ
て
明
白
な
よ
う
に
剩
餘
價
値
、
剰
餘 

.

:

價
値
率
の
上
昇
に
對
し
て
減
少
し
て
い
る
こ 

.

と
が
は
つ
き
り
杷
搌
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ご
の
發
展
の
過
程
の
中
で
把
握
さ
れ
得
る
恐
慌
の
特
質
こ
そ
重
要 

9.

な
條
件
に
外
な
ら
：な
い
。
我
々
に
と
づ
て
大
切
な
の
は
一
八
七
〇
年

~ 

p.

代
.の
空
前
の
技
術
的
進
涉
の
後
に
お
と
っ
た

「

八
七
三
年
恐
^
を
出 

d.

ぐ
發
と
し
て1

八

八

一

麵

、

一
.

八
九
三
年
、

'
1

九
〇
三
年
、

一
九
〇
セ 

lb.

年
恐
慌
に
至
る
過
程
が
問
題
と
介
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
そ
の
中
に 

.
お
け
る
勞
働
者
の
運
動
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
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破
綻
の
結
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田
學
會
雜
誌
第
四
十
九
卷
第
十
ゴ
號

次
の
ょ
う
に
考
え
ら
れ
得
る
で
あ
な
う
。

テ
ー
ラ
I
が
明
確
に
指
摘
す
る
ょ
う
に
、
科
學
的
管
理
法
の
發
生
の
莶
盤
は 

ト
ラ
ス
ト
時
代
に
外
な
ら
な
い
が
、

)

具
體
的
に
そ
の
歴
史
的
®

の
變
化
は
第 

ニ
に
資
本
の
蓄
積
、
資
本
の̂

^
的
構
成
の
高
麽
化
と
し
て
、

ア
メ
リ
ヵ
の

H

 

業
の
省
機
的
構
成
は
、I
A
八
九
年
に
.は

4
.4

:1
, が

1

九
0
四

年

に

は
5,7 

九1

一
九
年
大
恐
慌
前
は
，

6
.1

”
1.に
な
づ
'た
。
;
,次
の(

第
一
.表
か
ら
見
る
' 

と
：

)

—
.九
五
0
年
か
ら
五
0
年
問
の
生
產
額
は
—~£
金
業
規 

、摸
は
同
じ
X
擴
大し

：.

て
.い
る
：が
特
に
1
A -
九
九
年
以
降
の
飛
躍
的
增
大
は
資
本 

ン
の
集
積
含
犁
的
篇
語
る
も..の
で
あ
る
：0

:

ニ
：
/:
.:
'
:
:
、

特
に
獨
占
資
本
の
形
成
が
確
立
さ
れ
た
一
.九
Q
四
年Q

:

セ
ソ
サ
ス
の
..研
究
に 

よ
る
と(

第
二
表)

、
':全
國
製
避H

場
數
の
わ
ず
か一
7 .
-
% 

(

生
庳
高
へ
1
0

1

六

(

八
五
.
ニ)

珣
弗
‘以
上)

の
も
の
が
總
生
產
物
價
値
の
七
九
*

l
j
%

を
生
産
し
て
お
り
、
又 

わ
ず
か
0

.

九
％

，

(

生
產
高
百
萬
弗
以
上

)

の
も
の
が
總
生
産
®

値
の
三
八 

%

を

占

め

る

に

至

：
っ

.
て

八

た0

:

.

.

:.
.

他
方
資
本
の
；集
中
は1:
;

フ.ズ
'
ト

運
-1
)

と

對

滕

し

て

.
一

八

八

七

年

か

ら
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三
年
ま
で
.で
あ
る
;;
'
°「

，八

八.七
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/\
:九

七

年

の

ニ
.

一"
年
間
.に
、
資

本

觀
一
四 

億
一
ヰ
'四
百
^

^
の
企
^

^

ロ
が
八
六
あ
る.
が
、
ト
ラ
ス
ト
と
し

て

^

^

上

十 

分
な
吏
配
を.確

保

し

允

も

の

’は

八

六

の

結

合

の

ぅ

ち

一

ー

0
か
ー 

'一
五
ぐ
ら
い
で
あ 

0

た(

第
三
表)

。
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所

が

一

八

八

七

年

丨

一

八

九

七

年

終

り

、

1

八
九
八—

一
九
〇
〇
年
の
三
年 

間
に
、

一
四
九
の
企
業
結
合
が
資
本
額
三
七
億
八
千
四
百
离
弗
を
も
っ
て
彩
成 

:

ざ
れ
た
。
三
年
間
に
、
そ
れ
以
前
の
'

一
一
年
間
に
比
し
數
に
：お
い
て
約
ニ
倍
、
資

馘
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:
八
九
三
年
に
五
丨
六
％
、

一
 

八
九
四
年
に.
は
八
％
、
全
恐
谎
中
を
通
じ
て
の
低 

:

下
率
は1

三
％
の.
た
め
シ
カ
ゴ
鐵
道
ス
ト
ラ.
ィ.
キ
'を
中
心
と
し
て
，/一
'
五

萬

鐵

道 

i

者
が
參
加
し
た
。
：

..

奴
上
の
資
本
の
集
積
、
集
中
と
恐
慌
を
基
礎
に
獨
占
資
本
主
義
へ
の
移
行
が 

完
成
す
る
の
で
あ
る
が
、

一
九_
〇
三
年
の
完
成
年
度
に
比
較
的
短
い
も
•の
で
あ 

つ
た
が
と
に
か
く
一.
般
的
經
濟
恐
慌
は
明
白
に
起
こ
つ
て
い
る
。

所
で
一
九
0
七
年
恐
慌
は
從
來
の
ど
の
恐
慌
よ
り
も
深
刻
で
あ
つ
た
。
石
炭 

靡
額
の
低
落
率
は
、

1

九o

七
I

'
九
〇
八
年
の
.'デ
ー
タ
に
よ
る
と 

一
一一一.

四 

%

に
達
し
た
。
銑
鐵
生
產
も
同
期
に
三
八
•

z :
%
低
落
し
た
。
そ
の
上
莫
大
な 

，移
民
i

力
め
移
往
が
あ
り
一
九
◦
七
年『

一
一
八
萬
五
千
人
に
の
ぼ
り
、
こ
れ 

.が
失
業
の
增
大
に
.は
く
しや
を
か
け
鋼
鐵
ト
ラ
ス
ト
は_

者
を
半
減
さ
せ
た
，
 

し
、
そ
の
他
工
場
閉
鎖
、
操
短
が
續
行
し
、
三
0
0
丨

四

〇

〇

萬

の

，失

|
^
?
に
 ゝ

達
し
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

:

'
以
上
の
よ
ぅ
に
恐
慌
を
契
機
と
す
る
資
本
の
集
積
、
集
中
の
强
化
丨
獨
占
資 

本
の
確
立
過
程
の
中
で
、出
來
高
給
に..
よ
る
賃
率
の
增
大
、利
潤
の
增
大
の
制
限 

:

蓄
積
の
停
滞
を
姐
止
す
る
た
め
の
i

率
の
切
下
げ」

に
よ
る「

組
織
的
怠
業」

，を
如
何
に
防
止
す
る
か
が
科
學
的
管
理
法
形
成
の
ま
さ
に
基
本
的
膣
史
的
條
件 

に
外
な
ら
な
い
。.....................
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ヴ
ァ
ル.
ガ

「

世
界
經
濟
恐
慌
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(

四
'
ー
頁
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ニ
、
科
學
的
管
理
法
の
：理
論
構
造
の
把
握

本
內
容
で
は
テ
ィ
ラ
ー
の
以
上
の
條
件
の
下
に
、
い
く
つ
か
の
史
的
條
件
の 

.
中
で.
、
自
ら
の
歴
史
的
變
化
を
四
段
階
に
分
け
て
解
明
し
ょ
ぅ
。

:

!>-」

の
ょ
ぅ
に
科
學
的
管
理
法
の
內
部
構
造
は
矢
張
り
い
く
つ
か
の
段
階
に
ょ 

'
ブ
て
確
立
咨
れ
變
化
さ
れ
た
も
の
で.
あ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
网
段
階
に
分 

割
す
る
と
同
時
に
そ
の
特
徵
的
な
段
階
を
一一、

三
の
段
階
に
お
く
こ
と
が
最
も 

事
態
を
明
確
な
ら
し
め
る.
で.
あ
ろ
ぅ
。' 

■
 

、
•

.

先
ず
そ
の
準
備
段
階
は
獨
占
資
本
形
成
期
で
あ
る
一
八
九
五
年
の
たA
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に
外
な
ら.
な.
い
。
テ
ィ
ラ
~
は
一
八
七
八
年
一
ー
ナ 

ご
歲
で
ミ
ッ
ド
ヴ
エ
ィ
の
製
鋼
所
に
入
龀
し
て
一
八
九
〇
年
退
社
し
、
以
後
八 

年
間
顧
間
技
師
を
續
け
る
冲
で
總
括
し
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、：
他
方
一
八 

/\
:
ニ

年

と--
'
八
九
主
年
の
恐
慌
に
ょ
り
急
速
に
测
し
進
め
ら
れ
た
能
率
霊
運 

動
と
®

騎
士
園
に
.ょ
る
勞
働
運
動
の
中
で
形
成
さ
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な 

..■.ぃ
9
つ
：‘ま
ヶ
--
|
賃
率
切
下
げ」

'
と

- ,
組
織
的
怠
業」

へ
め
ま
さ
に
讓
的
解
答 

が
と
れ
で
あ
る
。
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....
ル
に
達
し
、
エ
業
と
讓
に
强
い
打
擊
を
與
え
た
::
:
°
そ
1;
て

.--

八

.
八

ニ

年

兩

度
 

の
恐
慌
に
ょ
つ
て
贫
術
革
命
が
著
し
く
握
さ
れ

.
る.
反
面
、

「

.
^
ス
ト
ラ
オ
キ」 

と
し
て
有
名
な
石
炭̂

^
考
の
闘
爭
を
中
心
と
し
て
、

ー
八
セ
八
年
以
來
勞
働 

，者
は
綱
領
を
定
め
て̂

^

合
組
織
を
統
一
强
化
し
た
。

一
八
6

ー
年
の
恐
慌 

に
際
し
て
は
婦
人
、
.
兒
童
勞
働
者
が
工
場
、
鑛
山
に
多
數
流
入
し
て
き
た
。
こ 

の
中
で
不
熟
練
エ
を
中
心
..
と
す
る
多
敷
の®

者
が
新
しv

勞
働
騎
士
團
に
組 

織
さ
れ
、
そ
の
他
は
ア
メ
リ
カ
總
同
盟
に
參
加
し
、

.

特
に
：

t

者
は
歡
協
に
よ
る

コ
：ス
ト
切
下
げ
！

「

賃
下
げ」

に
對
し
.趴6-
.
怠

議

術」

に
ょ
っ
て
 

一S

八
干 

;
か
ら
七
〇
萬
に
增
大
し
た
：と

€

わ
れ
て
い
る。

.

:

次
の
一
八
九
一
：
一
一年
恐
慌
に
ょ
っ
て
銑
鐵
と
鋼
鐵
が
最
高
の
低
落
を
示
し
、
銑 

鐵
生
犛
高
は
一
八
さ
一
年
三
月
の
七
九
萬
ニ
千
班
か
ら
一
八
九
四
年
六
月
に
は 

三一

萬
九
〒
吧
に
低
下
ん
セ
。
こ
れ
は
投
機
熱
の
過
大
に
ょ
る
も
の
で
、
破
產 

:鐵
道
會
社
は
五.六
社
、1
ア
メ
リ
カ
全
國
の
四
分
の
三
、
，
そ
の

i

年
間
の
.銀
行
の 

.破
產
數
は'四
：
 

一.

M

行
に
達
し
た
が
、
他
方
就
業
勞
働
者

.の
年
平
均
賃
金
は、J



.

他
方
要
素
的
賃
率
決
定
の
：遂
行
の
手
段
と
し
，て
差
別
出
来
高
給
を
提
案
し 

.

た

。
：
っ

ま

り

同

一

.
の

仕

事

に

對

し
て
二
っ
：の
異
な
る
賃
奪
を
定
め
、
仕
事
を.
可.

能
な
最
短
時
間
に
完
成
し
、
併
も
そ
れ
が
完
全
な
る
條
件
を
具
備
し
て
い
る
場
，
 

.
，
合
に
，は
高
率
の
賃
金
を
支
狒
い
、.
こ
れ
に
反
し
て
そ
の
.仕
事
を
ょ
り
長
い
時
間 

を
要
t

、.
或
い
は
そ
の
仕
事
に
.な
ん
ら
か
の
不
完
全
な
る
箇
所
が
あ
っ
た
場
合 

に
は
低
^
の
賃
金
を
茭
拂
ぅ
所
の
制
度
で
あ
る
。
.、

■■
:
去
ぅ
ま
で
も
な
く
こ
の
新
し
い
出
来
高
給
制
度
に
あ
っ
て
は
賃
率
が
正
確
に 

決
定
せ
ら
れ
、
：優
秀
な
る
^
^
者

を
-1
動
的
に_
選

擇

し

、
：
，.最

高

の

生

產

性

を

あ
 

-

.

げ
さ
せ
、
低.
コ
ス
ト
を
も
た
ら
す
所
に
あ
る
が
、.
あ
く
ま
.で
も
要
素
的
賃
率
に. 

V

基
礎
づ
け
ら
れ
た
出
來
高
給
の
改
書
で
あ
り
、
次
の_「

エ
場
瞥
理
論」

ベ
の
橋 

.

渡
し
の
役
割
令
し
た
も
の.
に
外
な
ら
な.
い
。

た
し
か
に1

方
で
は
テ
イ
ラ
I
は
出
来
高
の
限
界
を
發
展
さ
せ
た
，か
も
知
れ 

な
い
が
、
他
方
で
は
勞
働
强
化
と
剩
餘
價
値
增
大
の
テ
コ

と

し

て

の

員
金 

•

形
態
を
ょ
く
巧
み
に=

完
全
利
用
の
形
態
に
經
驗
を
總
括
し.
た.
に
過
ぎ
な
か.
っ
：
 

た
。.

.
 

.

ニ
0 

(

.A
7L
六〕

.

次
に
一
八
九
八
年
め..
ぺ
ス
レ
へ
ム
製
^
1

に
入
っ
て
一
九
〇

一
年
ま
で
の 

間
、
：同
社
に
於
い.
て
：エ
場
管
理
の
硏
究
と
實
踐
と
に
從
事
す
る
間
に
彼
の
管
理 

體
系
は
よ
う
や
く
成
熟
し
た
も
の
の
如
く
、
そ
の
ま
^
と
し
て
エ
場
管
理
が
形 

成
さ
れ
、
又
テ
イ
ラ
I 
•
シ
ス
テ
ィ
ム
の
金
貌
を
知
る
と
も
云
わ
れ
て
い
が
が〕 

た
し
か
に
一
面
そ
の.
よ
う
に.
も
考
え
ら
れ
る
、が

「

工
場
管
理」

が
一
九
〇
三
年 

の
恐
慌
時
に
、
し
か
も
獨
占
の
確
立
期
に
出
さ
れ
た
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
な 

く
、
特
に
べ
ス
レ
へ
ム
製
銅
は
ま
さ
に
リ

ン

ダ
ー
マ
ン
家(

地
方
財
閥)

と
、
 

鲁
社
の
株
式
の
約
四
分
の
一.
と
欧
廣
の
大
半
を
も
つ
■ゥ
ァ~

ト
ン
に
よ
っ
て
コ 

ン
.ト
口
ー
ル
さ
れ
て
い.
た
が
、
テ
イ
ラ
ー
の
實
踐
を
協
力
し
た
の
は
金
融
資
本 

の.
代
表
请
で
あ
0;
-又
エ
謹
占
の
代
表
者
で
も
あ
っ
た
ゥ
ァ
ー
ト
ン
で
あ
る
こ 

と
も
偶
然
で
は
な
い
。

當
時
の
資
本
の
集
積
、
集
中=

ト
ラ
ス
ト
運
動
の
中
で
は
エ
場
管
理
を
意
識 

的
に
押
し
進
め
る
も
の
，の
み
が
發
展
し
た
の
で
あ
る
。
ま

こ

と

に

「

獨
占
の 

.
子」

と
し
て
そ
れ
以
前
のr

成
行
管
理」

——

部
分
的
，改
善
と
次
へ
の
橋
渡
し 

と
し
て
の
一
つ
の
㈩
双
高
給
も
I

に
對
し

て

「

工
場
管
理」

が
生
れ
、
テ
イ 

ラ
-

が
そ
の
意
識
的
^
!

者
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

先
ず
管
理
の
目
的
と
し
て「

各
經
營
者
と
勞
働
者
の
利
害
は
相
反
し
な
い
。」 

と
規
定
し
た
上
'で
、
最
高
の
經
營
の
基
礎
は「

高
賃
金
、
低
コ
ス
ト」

で
あ
る

C

註
五)  

.

と

し

た

。

そ

，し

て

4

の
目
標
達
成
の
原
則
と
し
て
、⑴
大
い
な
る
一
日
の
課
業
、
 

⑵
標
準
的
な
條
件
、，
⑶
成
功.
し
た
ら
高
額
の
：支
拂
、
⑷
失
敗
に
對
す
る
損
失
、
 

を
あ
げ
て
い
る
が
、
宴
約
す
れ
ば
標
準
的
な
諸
條
件
の
下
で
課
8

目
理
を
行
い 

差
別
的
な
出
來
高
拂
制
度.
と
結
合
さ.
せ
る
，と
^
う
と
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り一 

方
で
は
標
準
諸
條
件
に
扣
る_

作

業

量

達

成

の

た

め

に

時

間

硏

究

と

^

:

硏 

究
=

各
耍
素
の
時
間
及
び
全
作
業
の
時
間
を
惻
定
、
種
々
な
る
要
素
か
ら
f

一
 
i
/
:
* 
ノ 

V 

"

、

パ 

' 

，
て

ン
-

7 

\ 

* 

t

.

.

ス;,
.
.
.
.
^
.

.•
■
■
■
,
':,
-
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-
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へ' 

.

テ
ィ
ラ
！
は
出
来
高
給
に
も

と

づ

く「

成
行
管
理」

は
賃
率
韧
下
げ
に
ょ
る 

. 

「

1

問
題」

を.
必
ず
引
き
起
す
故
に「

賃
金
問
題」

の
解
決
と
い
ぅ
形
を
と 

つ
て
現
れ
'

-̂
る
.を
得
な
か
つ
た
と1
1<つ
て
ぃ
5|
。ー
 

ぃ

‘ 

「
一

つ
の
出
来
高
給
制
度
私
案」

に
於
け
る
中
心
眼
目
は
、
⑴
要
素
的
賃
率 

•  

決
定
部
、
⑵
差
別
的
出
來
高
i

度
、
⑶
日
給
雲
者
の
管
理
方
法
と
し

て
最 

善
と
信
ぜ
ら
れ
る
方
法
で
あ
る
が
'
前
二
者
が
特
徵
的
で
あ
る
が
⑴
の
中
心
は 

.

出
来
高
給
の
賛
舉
の
決
定
の
た
め
に
は
成
行
的
で
な
く
、.
要
素
的
®

に
分
解 

:

し
、'
そ
れ
に
必
要
な
所
耍
時
間
を
記
錄
し
、
と
の
記
錄
を
集
約
し
て
全
所
要
時

合
理
的
な
作
業
方
法
を
建
設
、
及
ひ
作
業
工
程
を
徹
鹿
的
に
分
割
し
て
、
そ
の 

基
本
要
素
に
分
解
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
差
別
出
来
高
賃
金
制
度
と 

そ
れ
を
客
觀
的
に
保
障
す
る
管
理
組
織
と
し
て
の
八
IK
®
部

と

職

能

式

職

長

制. 

.度
、
僧
導
票
制
度
で
：あ
る
。
.し
か
も
企
蠻
部
は
濯
式
職
長
を
テ
コ
に
し
て
勞 

働
者
を
指
導
票
で
も
っ
て
系
統
的
に
把
握
す
る
組
織
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
：あ
ろ 

う
。
 

y 

\

テ
ィ
ラ
I
の
云
う
眞
の
^
^
^
理
は
奴
上
の
ょ
う
に
生
產
增
大
の
た
め
め
標 

準
作
業
潰
の
設
定
と
賃
金
制
度
、
管
理
組
織
の
.全
體
系
を
總
括
し
た
も
の
に
外 

な
ら
な
い
。

V

.
た
し
か
：に
以
上
め
內
容
は
何
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
ょ
り
具
體
的
な
例
體 

を
越
礎
に
理
論
的
に
集
約
し
ょ
う。

.

そ
の
典
型
的
な
例
と
し
て
の
銑
鐵

'

の
貨
祺
積
み
作
業.

の樹

玉ト 

のン

費當

'用り

平

n

金

つ平 

み均

こ人 

み當 

量り

す貨 

る取 

勞づ

働 :

者從

數 _

力

ノレ
I

ニブ
、ル

三为

ク

— L->

ノ

'五 :

〇

人

舊
い
シ'

A

〇5 

2んク

_ U
• ル

匕2 
五 ;̂ 

ク

五

.ン

S  ;

人

新
し
い
シ

ス

ム‘

次
に
タ
ズ
運
び
め
例
と
し
て
平
均
二
日
一
人
ニ
ー
ト
ン
牛
つ
み
こ
ん
で
い
た 

.
の
：が

、

一

日

平

均

四

十

，七

ト

ン

.
か
ら
四
十
八
ト
ン
運
ぶ
：べ
き
で
あ
る
と
、'.

科
學
的
管
理
法
の
總
體
的
考
察
■

八 日  

ン 一 の

當 日 平

り..の.均 .'

用 金 數

〇

O  _

o  .
九 — .十
----- .1 1 . 一 ‘

K • ドト
ル _ル..ン

舊

制

度

〇

§ 7 ミ .
三 八 r 
八 五 五 、
K F ト
ル ル ン

課

業

制

4 
'作
業
四
〇
0
%
、
賃
金
六0

%

增
大
、
生
産
費
約
四
0
%
.
の

低

下

。

六

〇

％

の 

f

賃
金
の
た
め
に
約S

倍
の
作
業
量
。
つ
ま
り
時
間
と
動
作
研
究
の
結
果
は 

.勞
働
强
化
と
作
業
の
庫
純
化
の
た
め
に

！
^

賃

金

の

賃

下
と
な
る
。
所
が
勞
働 

强
化
が
行
わ
れ
た
場
合
で.
も

以

上

の

一

一

つ

の

瘍

合

の

基

準

賃

率

は

こ

の

ま

ま

.で 

あ
る
が
、
■
‘率
を
異
.に
し
■て
出
來
高
給
に
よ
る
と
次
の
よ
ぅ
に、，
.標

準

.量と
し
た 

1:

〇.
コ
.を
生
產
し
た
場
合
に
も
三
〇
％
の
賃
率
切
下
げ
が
、

量
に
達
せ
ぬ 

と
き
に
は
實
に
五.
〇
％
:
の
：賃
率
切
下
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
。

新 舊 丨

制,：..制.、;.

• 度 度 :
丨

九 一 Ef
=» O  ： =*
以 コ |
下 五

i

量

•一二 5l 
五 五 o  
セ セ セ  
ン ン ン  

ト ト ト

單

價

.._ • . 春 攀

五 ？/T.〇

K ト、K 
ル ル ル

總

數

•

文
字
通
り「

課
業
に
基
い
た
差
別
的
な
出
来
高
拂
賃
金
就
度」

：
は
ニ
重
の
賃 

下
げ
と
勞
■
強
化
■に
外
な
ら
ず
そ
れ
を
保
障
す
る
た
め
の「

管
理
組
織」

に
依 

存
じ
て
い
：る
の
で
あ
る
。「

課
業
管
理」

と
は
前
者
後
者
の
統
一
物
で
あ

り

、

後 

者
の.
み
で
な
く
'差
別
的
出
来
高
給.
を
の
ぞ
い.
て
は
課
業
管
理
は
決
し
て
成
立
せ 

ず
藻
利
氏
の
！!1

は
そ
の
意
味
か
ら
技
術
主
義
的
ヮ
ク
を
こ
え
て
い
な
い
と
沄 

わ
ね
ば
な
ら
ぬ
：。

：
 

.

'
勞
働
の
合
理
化
は
，

(

エ
ネ.
ル
ギ
I
理
論
も
そ.
の
例
外
で
な
：い)

資
本
制
度
の

一：
一

(

八
‘五
七)
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_

の
中
で
育
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
苯
い
、
あ
く
ま
で
も
資
本
制
の
儕
値
法
則

(

註
八)

.

.

■

’
.-

の
反
對
物
で
；あ
る

£.

と
：は

「

課
業
管
理」

.

の.

も
つ
內
部
矛
盾
が
見
事
に
證
明
し.

.
 

て
い
る
所
の
も.

の
で
あ
る
。

' ..

'

へ
。
：匕

.'

つ
ま
り
^
塞
組
織
十
で
各
え
資
本
の
勞
働
の
爱
配
’
統
福
構
の
し
瓌
で
：
 

あ
る
限
り
技
術
的
な
管
理
組
織
の
皮
對
物
で.
あ
'
り
、
'そ
の
意
味
か
ら
袞
つ
て 

「

課
業
管
理」

は.
矢
張
り「 a

:
つ
の
限
界」

.

に
ぶ
つ
か
ら
ざ
る
を
得
な
い
.の
で

あ
ろ
う
-°
:.
:.
ス
:

••
:■

.
F

I

的
管
理
法
の
原
理1：；

は
_
1
九
〇
七
年
の
獨
占
確
立
後
の
最
初
の
恐
慌
： 

を
契
機
に
し
か
も
テ
ィ
ラ
ー
個
人
と
し
て
は
そ
れ
ま
で
の
研
究

.を
總
括
し
、
體 

系
化
し
'よ
う
と
考
え
た
も
：の
で
あ
る
。
そ
し
.
て

具

體

的

に

は

次

：の

.四

：つ
：
の

原

則 

を
指
摘
し
た
。.
⑴
眞
の
科
學
を
發
展
せ
し
め
る
こ
と
。
(^

勞
務
者
を
1

的
に 

選
擰
す
る
こ.
と
。
⑶
雲
者
を
科
學
的
に
教
育
し
發
展
せ
し
.め
る
：と
と
。
⑷
罾

‘久

.

(

註
九)

理
者
と
勞
務
者
と
を
親
密
に
協
働
せ
し
め
る
こ
と
。

/.

所
マ
こ
の
四
大
原
理
は1K

う
ま
で
も
な
く
、
第
一
原
理
と
一
一
、.
三
、
四
0;
原 

理
に
集
豹
せ
.L
め
ら
れ
る
が
テ
ィ
ラー

は
此
處
で
は
先
ず
課
業
管
理
よ
り
も
管 

理
1

め
確
立
に
あ
る
が
、
そ
の
具
體
的
な
內
容
と
し
て
第一

原
理
は
®
.

の. 

科
學
や
i

科
學
に
求
め
て.
い
る
が
、
そ
れ
は
時
間
研
究
と
結
合
さ
れ
て
い
.，
 

る
.0.
た
し
か
に
此
の
第J

原
理
の
中
に
は
多
く
の
人
々
、の
指
摘
す
る
よ
う.
に
課. 

業
槪
念
は
消
滅
し
た
よ
う
に
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
實
質
上
は
離
業
時
間 

の
短
縮
化
の
基
礎
と
し
て
眞
の
科
學
の
發
達
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
見.
な
.け
れ 

ば.
な
ら
ず
、
そ
の
意
味
か
ら
科
學
的
管
理
法
は
批
判
め
原
理
で
あ
り
、
課
業
方 

式
は
科
學
的
管
理
法
の
機
擀
の
：
一
構
成
要
素
に
格
下
げ
さ
れ
て
い

る

も

の
で
あ 

り
、
。原
理
を
展
開
す
る
方
法
に
過
ぎ.
な
く
な
つ
て
い
る
の
で
あ
從
°-
|)

'- 

y

 
ニ
、
：
三

、
.
は
霧
者
の
科
學
的
選
#
、'
科
學
的
遨
育
等
現
代
の
£̂
奴
1
、
擄
.

•―，為•

(

八
五
八)

用
管.
理
等
0

1

管
理
の
源
流
と
し
て
非
合
理
的
な
勞
働
强
化
を
合
理
的
に
粉 

飾
す
る
た
：め
科
擧
的
な
形
で
狎
し
進
め
る
こ
と
で
あ

り

、

又
最
後
の
第
®

理 

，•
は
全
く
新
^
㈧
耍
素
で
あ
づ
て
管
理
者
の
^
ク
^
^
の
提
起
と
、
營
理
§

と 

執
行
勞
働
の.
分
離
と
、
：精
神
i

と
肉
體
露
の
分
離
が
自
然
發
生
的
で
な
く 

.
意
識
的
に
！

W

さ
せ
ら
れH

い
る
ば
か
り
で
な
'く
、
.兩

渚

の

協

調

が

勞

調 

の
形
で
俞
面
に
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
:-
'

.
づ
ま
ク
ー
方
，
で
：は
.作
業
の
科
學
に
よ
っ
て
課
^
時
間
を
短
縮
化
す
る
事
で
勞 

働
强
化
と
作
業
の
よ
り
:-
-
*
,層
の
單
純
化
に
よ
る
賃
下
げ
を
、
他
方
科
學
的
選
擇 

と
.科
學
的
敎
育
に
よ
つ
て
よ
り
そ
の
こ
と
を
保
障
し
、
管
理
勞
働
と
執
行
勞
働 

の
分
化
の
明
確
化
と
協
働
に
も
と
づ
い
て
資
本
と
®

の
對
立
を
緩
和
す
る
こ 

と
へ
に
根
本
的
內
容
が
あ
る
わ
け
：で
あ
る

0

T
K

場
管
理」

は
文
字
通
り.T

生
產
管
理」

.
を
中
心
と
し
て
い
た
が
、「

科
學 

的
管
理
法
の
原
理」

は
前
著
の
：「

生
產
管
理
側
面」

の
其
體
的
進
化
と
^
時
に 

「

課
業
管
理
1-
の
も
っ
內
部
矛
盾
を
緩
和
す
る
た
め
に「

蓮

管

理

側

面」

が 

原
理.
的
な
形
で
明
確
化
さ
れ
た
と.
判

斷

せ

ら

れ

る

で

あ

，
ろ

う

。

「

ェ

場

管

理

」

■
と
。「

科
學
的
管
理
祛
の
原
理J

の
兩
者
は
一
面
で
は
課
業
管
理
に
よ
る
課
業
時 

個
の
短
'縮
化
と
勞
働
の_

化
を
も
た
ら
し
、他
面
で
は
賃
金
制
度
管
理
組
織
、
 

理
萼
が
系
統
化
せ
ら
れ
て
來
た
と
^

っ.
て
よ
い.
で
あ
ろ
う
。
こ
の
確
立 

>
を

塞

礎

と

し

て

、

そ

し

て

，
こ

'の
內
部
矛
盾
のj

層
.の
展
開
を
锺
兀
す
る
も
の
と 

し
て
、
新
し
い
管
理
技
術
が
提
起
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
つ
て
來
た
。
そ
の 

代
表
例
と
し
て
管
理
計
算
制
度
を
あ
げ
る
こ
.

と
が
出
来
得
る
で
あ
ろ
う
，

そ
の
出
發
點
と
し
て
賃
金
形
態
と
經
營
計
算
の
結
合
と
し
て
の
勞
務
者
の
節 

減
乃
至
！
！̂

化==
時
間
硏
究
を
塞
礎
と
す
る
割
增
制
に
あ
っ
て
は
、
養
準
時
間 

に
よ
る.
養

品

の

窜

準

量

が

豫

侧

さ

れ

、

賃

金

制

度

の

刺

激

に

よ

る

^

^

の

標

準
化.
の
可
能
性
が
與
え
ら
れ
る
と
同
時
に
一
九
0
三
年
恐
慌
は
^
占
段
階
に
入 

つ
て
.初
め
て
慢
性
的
性
格
を
そ
な
え
一
九
一
三
年
第
一
次
大
戰
前
ま
で
續
い
た 

が
、
そ
の
中
に
於
け
る
固
定
費
の
流
通
困
難
は
ア
ィ
ド
ル
コ
ス
ト
の
問
題
を
提 

起
す
る
と
同
時
に
'、

學
者
の
間
：̂
費

論

の

は

能

率

歧

師

に

ょ

つ

て

未

.
 

來
；1
^
と
し
て
線
合
さ
れ
た
の
で
紐
1
。

)

同
時
に,

は
畓
晝
部
^
中
の
ー
職
1
 

能
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
、」

指
導
票
と
關
聯
づ
け
ら
れ
て
部
門
計
算
を
完
成 

す.
る
に
至.
つ.
た
。

.

:

袞
わ
ば
^
^
費

の

釋

準

化

と

間

接

費

の

_

化

を

契

機

に

標

準

原

價

計

算

と 

い
ぅ
管
理
計
算
體
系
を
確
立
す
る
基
礎
を
き
づ.
い
た
勸
に「

科
學
的
管
理
法」

■

の
も
つ
大
き
な
側
面
は
否
定
し
得
な
い
。

.

;

- 

■ 

•

: 
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科
擧
的
管
理
法
の
總
體
的
考
察 

•

(

註
十〕

M'
J
-
田
滿
輝r

テ
ィ
ュ
フ
I 
.
シ
ス
テ
ム
の
原
理」

經
濟
學
硏
究
。

■

(

註
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辻
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■

三
、
科
學
的
管
理
法
の
本
質
規
定
に
つ
い
て

ニ
に
於
け
る
よ
う
な
原
理
の
そ
の
展
開
•の
方
法
を
規
定
す
る
本
質
に
つ
い
て 

は
今
迄
も
幾
つ
か
の
見
解
が
指
摘
せ
ら
れ
る
が
そ
の
代
表
的
な
一
一
、
三
を
指
摘 

す
れ
ば
、
先
ず
課
■

度
に
科
學
的
管
理
法
の
本
質
を
求
め
る
前
述
の
藻
利
重 

隆
敎
授
や
中
西
寅
雄
が
あ
ヴ
、
他
方
眞
の
科
學
を
本
質
と
す
る
も
の
に
村 

本
1
1
_̂

齡
の
見
解
も
あ
る
が
、
こ
の
發
展
と
し
て
は
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
教
授
の
云 

う

「

科
學
妁
管
理
法
な
る
も
の
は
、
單
に
科
學
的
な
な
研
究
方
法
を
經
營
問
題 

の
解
決
に
對
し
て
膘
用
十
る
こ
と
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。」

と
い
う
形
に
變
化
さ 

せ
て
し
ま
う
し
、
又
最
近
フ
リ
ー
ド
マ
ン.
の
如
'#
は

「

科
學
的
管
理
は
我
々
に 

8
,

係.
の.
科
學
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
勞
働
者
と
近
代
產
業
技
術
の
間
の 

關
係
の
科
學
で
>̂
*
^」

と
擴
大
.さ
れ
た
內
容
を
も
も
つ
よ
う
に
な
つ
て
來
て
い 

る
が
、
特
に
前
ニ
者
に
つ.
い
て
は
㈡

で
解
明
ず
み
の
問
題
で
あ
る
か
ら
此
處
で 

は
取.
扱
わ
な.
い
が
、
：新
し〈

い
見
解
と
し
て
は
勿
論
藤
林
敎
授
も
す
で
に
述
べ
て. 

は
い
ハI

I

ぐ

副

田

氏

が

指

摘

ず

る

よ

う

に

「

貪

，
の

削

り

方

」

.
で

勞

働

者

の

結 

合
さ
れ
た
知
識
と
熟
練
を
取
り
上
げ
て.
こ.
れ
を
管
理
の
側
'に
集
中
し
た
と
一
S
 

れ

：て

い

る

が

、
：.
テ

イ

ラ

ー

は明
，か

に「

科
學
的
管
理
法」

の
原
理
の
中
で
一
つ 

の
科
學
に
よ
つ
て
體
系
化
さ
れ
、
管
理
の
資
產
と
な
，つ
た
後
1
锻
導
票
と
し
て 

囘
流
さ
れ
る
計
畫
と
執
行
の
分
離
に
そ
の
本
質
を
求
め
て
い
る
し
、
又
他
方
耑 

尾
教
授
も
管
理
と
“
う
糈
神
勞
働
は
各
種
勞
働
者
の.
活
動
が
分
裂
し
、
發
展
し 

た
も
の
で
あ
り
’、
そ
れ
が.
資
本
家
に
よ
る
勞
働
カ
の)

消

費

.の

方

法

と
し
て
同
時 

に
反
抗
克
服
の
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
。

ニ

C

八
五
九)
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.

以

上.
の.
よ

ぅ

'な

成

果

を

土

賽

と

し

な

が

ら

科

學

的

管

理

法

の

體

系

化

と

そ

の 

本
質
の
解
明
は
必
須
の
問
題
で
あ
ろ
ぅ
と
考
え
ら
れ
る
。
.

、

先
ず
&

的
管
理
法
の
'體
系
化
と
そ
の
內
部
矛
盾
こ
そ
が
本
®
吧
握
の
基
礎 

.
前
提
で
あ
る
が
、
第

I  
.
に
科
學
的
經
營
生
產
組
織.
を
も
と
に
し
て〔

そ
の
©

☆ 

は
科
學
的
i

組
織
"
⑴
最
善
の
勞
働
條
件
の
保
障
、
⑵
最
適
.の
勞
働
者
の
選 

擇
訓
練
と
時
間
、
動
作
硏
究
、
と
管
理
紙
織
-...
'へ
企

黌

龈

丨

職

能

式

職

長

制

度

| 

導
票
で
あ
石
が)

〕

前
者
の
科
學
的
作
業
組
織
は
一
面
.勞
働
强
化
の
テ
コ 

で

あ

る

と

同

時

；に

他

面

剩

餘

.
償
値
增
大
の
基
礎
で
あ
る
が
、
管
理
組
嫌
は
こ
の 

勞
働
强
化
を
推
進
し
、
矛
'盾
緩
和
す
る
組
織
で
あ
る
が
、
こ
の
矛
盾
は
資
本
制 

的
管
理
組
織
で
あ
る
限
り
擴
大
深
-̂
す

る

。

し

か

も

他

方

で

は

資

本

家

は

益

.々
 

超
過
利
潤
'を
得
よ
5'
:
と
し
で
差
別
出
麥
咼
=

苦
汗
賃
金
制
麽
を
結
命
さ
せ
^

た
：
 

け
で
な
ぐ
、

|
つ
'の
科
舉
管
理
計
算
制
度
に
よ
つ
.て
も
コ
ス
ト
切
下
げ
の
手
段 

■に
し
、
超
過
收
取.
と
勞
働
組
合
を
分
裂
じ
否
定
す
る
役
割
を
附
加
し.
1
ぅ
と
す 

る
。
，之
等
に
よ
つ
て
も
矛
盾
は
よ
り
深
化
す
る
た
め
に
管
理
者
と
勞
務
者
の
協 

韻
と
い.
ぅ
產
業
平
和
論
勞
資
協
調
制
度
を
確
立
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
つ
た
。

以
上.
は
總
體
的
な
體
系.
を

述

べ

，
た
：の

で

あ

る

が

之

を

^
り
基
本
的
視
點
か
^' 

集
約
す
れ
ば
、
生
產
の
社
會
的
性
格
と
占
有
の
私
的
資
本
主
義
的
性
格
の
：矛
盾 

は
、
具
體
的
に
は
管
理
の
社
會
的
i

と
資
本
主
義
的
私
的
管
理
の
矛
盾
が
、.  

"獨
占
資
本
主
義
の
形
成
確
立
の
中
で
と
の
：管
理
の
社
會
的
^

と
獨
击
資
本
家 

fc
よ
る
私
：

占
管
理
の
矛
盾
の
た
めに

！！

占
體
に
よ
る
超
過
收
取
もp

占
價 

:

格
の
設
定
の
た
め
に
意
識
的
に
科
學
的
管
理
法
の
形
成
と
し
て
特
に
超
過
收
取 

の
テ
コ
と
し
て
生
み
出
さ
れ
て
來
た
も
の
で
あ
る
。
 

•

そ

し

て

乳

體

的

な

管

理

形

態

と

し

て

は

「

.一

つ

の

科

學

」

と

し

て

の

.生

產

管 

.
理
と
勞
働
者
の
抵
抗
緩
和
.の
た
め
の.
勞
務
管
理
と
、
數
字
を
テ
コ
に
し
た
原
管

‘ 

ニ

四

(

八
六
0)

.

理
の
萌
芽
形
態
と
し
て
の
管
理
計
算
制
度
が
、
原
理
と
！®

の
中
で
バ
ラ
バ
ラ 

に
指
示
さ
れ
な
が..
ら
、
1
實
1
.て

獨

占

資

本

主

義

の

樊

限

利

潤

逍

求

の

た

め
 

の
獨
占
體
の
超
過
收
取
の
手
段
と
し
て
又
要
求
と
し
て
系
統
的
に
、
抽
象
的
な 

表
現
の
多
い
科
學
的
管
理
法
の
中
に
貫
徹
し
'て
い

：る

こ

と

で

あ

る

。

:
ぐ

:
'.. 

,.'

•:.

'

.
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X

註
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：藻

利.重
：隆T

經
營
管
理
總
論」

九
九
頁
。
 

•

中
西
寅
雄「

經
營
經
濟
學」

.
三
ニ
丄
ー
ー
三
頁
。
' - 

、

(

註 
一一 )

.

村
本
福
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生
產
管
理
'—
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註
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F
r
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d
m
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p
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.

(

註
：五)

藤
林
敬
三「

科
學
的
管
理
法
と
產
業
心
理
學」

三
田
學
會
誌
- :
:
一
 

卷
。 

C

驻.
六)

;:
:副
田
滿
輝
_

「

テ
ィ
ラ
ー
♦
シ
ス
テ.
ム
の
原
理」

(

註
七)

患
尾
裕
純「

社
會
の
上
部
構
造
と
經
營
制
度
の
特
質」

.
經

濟

評

論.  

.

ー
汍
五
六
年
ニ
月
號
。

.

;
'
四
、
g

的
管
理
法
の
結
f

.

周
知
の
逋
り
科
學
的
管
理
法
の
結
果
は
、
第

一

に
勞
働
生
產
性
に
よ
る(

科 

學

的

囊

組

織)

：相
對
的
剩
餘
價
値
の
增
大
よ
り
も
勞
働
强
化
に
も
と
づ
く
超 

過
收
取
の
方
に
あ
る
と
.と
は
ず
で
に
實
證
的
に
も
理
論
的
に
も
明
確
に
せ
ら
れ 

た
所
で
あ
る
が
、
又
テ
イ
ラ
ー
は
作
業
に
關
し
て
勞
働
者
は
單
に
_
利
心
の
動 

機
の
み
有
す
る
一
個
の
機
械
：な
り
と
見
做
し
た
結
果
、「

經
濟
人
の
論
理」

に
よ 

つ
て
人
間
要
素
を
把
握
し
て
い
/c-
s
t)

も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
本
質
的
に
は
矢 

張
り
、；

人
格
無
視=

自
已
疎
外
の
徹
底
化
と
し

て
把
握
す
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。
 

そ
し
て
科
學
的
管
理
法
施
行
は
最
初
賃
金
が
增
加
ず
る
が
、
し
か
し
何
}f-

务

.

と
い
う
勞
働
者
は
失
業
し
、
殘
つ
た
勞
備
者
は
賃
率
切
下
げ
、
差
別
賃
率
の
中 

で
三
倍
も
四
倍
も
集
約
的
に
働
き
、
過
勞
、
疾
病
に
落
ち
入
り
、
そ
の
.結
果
失 

■業
す

る

。

.‘

ン

 

，
.
そ
の
結
果
は
明
か
に「

罾
働
^
題」

、.「

賃
金
問
題」

解
決
の
た
め
の
科
學
的 

管
理
法
は
逆
にr

勞
働
問
題」

を
よ
り
廣
く
深
ぃ
範
圍
で
提
起
せ
ざ
る
を
得
な 

く
し
て
い
る
。
そ.
の
典
趣
的
實
例
と
し
て
ボ
ス
ト
ン
の
ウ
ォ
—
ター

タ
ウ
ン
兵 

髁
廠
で
一
九
〇
九
年
に
導
入
し
て
以
後1

九
、

一

一
年
に
ス
ト
ラ
ィ
キ
が
發
生
し. 

.
た
こ
と
や
、
そ
の
後
一
九
一
三
年
に
な
つ
て
反
對
運
動
が
激
化
し
た
こ
と
に
よ 

つ
て
う
な
ず
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
反
對
の
主
要
な
點
は
前
述
の
外
こ
の
シ 

ス
テ
ム
は
非
生
産
的
勞
働
者
數
を
增
加
し
、
他
の
民
間
の
競
爭
會
社
に
敗
れ
る 

に
至
る
こ
と
や
、
そ
の
他
勞
働
者
と
經
營
者
と
の
間
の.
協
同
的
な
關
係
を
破
壊. 

.
す
る.
こ
と
、.
等
を
あ
げ
て
い
る
。
 

.

.

.

.

.,
'■最

後
に
終
局
的
に
は
勞
働
級
合
を
分
解
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
否
定
す
る
こ 

と
が
そ
の
結
果
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
で
あ.
ろ
う
。
た
し
か
'

k

フ
レ
ィ
や
フ
ロ
ウ. 

レ
ン
ス
の
去
う
よ
う
に
科
學
的
管
理
法
は.
诽
呙
主
的
且
づ
非
科
學
的
で
あ
る
ば.. 

.
か
り
で
な
く
、
職
業
別
組
合
解
體
の
條
件
.と
同
時
に
產
業
別
組
合
形
成
の
可
能 

•
性
を
作
り
出
す
の
で
あ
る
。.
'

之
等
科
學
的
管
理
の
總
體
的
結
果
に
も
と
づ
く
狀
態
は
一
時
は
勞
働
者
を
勞 

.
働
運
動
か
ら
阻
止
す
る
役
割
を
も
つ
が
、
矢
張
り
勞
働
運
動
を
激
化
さ
せ
ず
に. 

は
お
か
な
か
つ
た
。
■こ
れ
こ
そ
科
學
的
管
理
.の
も
つ
本
質
的
矛
盾
と
そ
の
社
會 

的
限
界
で
あ
る
0

.

•

.

..
.

他
方.
一
九
，
一

三

年

以

後

、

：

特

に

第

：

.
一
次
大
戰
後.
の
好
況
期
に
あ
つ
て
は
固
定. 

資
本
の
投
資
が
增
大
す
る
に
つ
れ
、
そ
の
主
內
容
が
設
備
投
資
よ
り
流
れ
作
業 

組
織
に
よ
る
工
程
管
理
の
た
め.
の
べ
ル.
ト.
類
に
投
下
さ
れ
る
に.
つ
れ
高
度.
の

，

科
學
的
铰
理
法
の
總
體
的
考
察

.

「

M
意
と
獎
M」

の
テ
ィ
ラ
~

の
科
學
的
管
理
は
、

コ
ン
べ
ァ
1
に
ょ
つ
て
單 

純
化
さ
れ
、
そ
：の
速
度
も
こ
れ
に
ょ
•
つ
て
客
觀
化
さ
れ
規
定
さ
れ
る
結
果
、
物 

化
と
自
動
化
の
客
觀
的
管
理
と
し
て
の
フ
ォ
ー
ド
の
體
系
'に
と
つ
て
か
わ
ら
れ 

ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
れ
こ
そ
一
つ
の
歷
史
的
限
界
に
外
な
ら
な
い
と
云
い 

得
る
で
あ
ろ
う
。

總
上
て
科
學
的
管
理
め
牙
腊
は
以
上
の
社
鲁
的
歷
史
的
限
界
に
ょ
つ
て
變
化 

せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
必
然
的
に
獨
占
資
本
の
基
本 

的
矛
盾
の
管
理
制
度
的
反
映
で
あ
る
と
同
時
に
管
理
形
態
の
變
容
を
も
た
ら
さ 

ざ
る
を
得
な
い
■で
あ
ろ
う
。
具
體
的
に
は
科
學
的
管
理
法
の
內
部
に
體
系
的
に 

集
約
化
さ
れ
て
い
た
も
の
の
分
化
と
相
對
的
獨
自
化
で
あ
り
、
管
理
制
度
の
開 

花
と
も
呼
び
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
0

.

-

' 

- 

-
 

C

註
一)

木
元
進
一
郎「

人
事
管
理
の
基
本
問
題.」

三

ニ

頁
.0 

(

註
一
一 V

 

'T
h
o

m
p

;wo
n
、

s
c
ie

n
t
ifi

o.M
a
n

a
g

e

 

日
 e

n
t
、

1
9
2
2
.  p

.  

7
4
6
.  

'(

驻
三)

F
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.

結
論——

そ
の
脉
判
的
考
察
|

 

.

本
論
を
終
結
す
る
に
つ
い
て
資
本
は
特
に
獨
占
資
本
は
勞
働
力
の
合
理
化
を 

..
科
學
的
に
行
う
ょ
う
に
見
え
る
が
、
た
し
か
に
生
產
過
程
’に
則
し
て
耷
え
ば
勞 

働
過
程
の
組
織
化
は
、
な
か
ん
ず
く
勞
働
カ
そ
れ
自
f t
の
組
織
化
は
行
い
得
る 

’
が
、
現
貧
の
勞
働
行
程
は
あ
く
ま
で
も
債
®

殖
行
程
の
物
質
的
基
礎
で
あ
る 

限
り.
に
於
い
.て
は
利
潤
追
求
の
見
地
か
ら
勞
働
カ
の
非
合
理
的
な
收
取
を
行
う 

も
の
で
あ
る
。

'
•
:

.

獨
占
資
本
主
義
の
獨
S
體
は
最
大
の
超
過
收
取
を
意
識
的
に
行
う
が
、
そ
の.

.

ニ

五

■.(

八
六1

)



, 

> 

,

r;
六 

C  
八
六
二)

(

附
註
一)

本
稿
は
紙
數
の_

#
上
、
重
點
的
に
記
し
た
た
め
充
分
で
な
か
つ 

'
、た
。，
特
に
恐
慌
、
景
氣
循
環
め
性
格
と
科
^

g

罾
理
法
の
關
聯
に
つ.
い
て
ょ 

り
究
明
す
ベ
き
で
あ
，る
と
と
も
に
、
管
理
計
算
制
度
と
の
結
合
に
つ
い
て
深
' 

化
の
必
要
が
あ
る
。

'

ヨ

田

皋

裏
^

第
四
卜
九
卷
笫
十

H

號

手
段
の
一
っ
ど
し
て
の
科
學
的
管
理
の
基
準
設
定
も
、
從
っ
て
非
合
理
的
な
最

高
^
準
を
設
话
す
る
ょ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

_

こ
の
基
準
は
勞
働
の
標
準
化
を
も
と
と
し
て
い
る
ら
し
い
が
、
そ
の
土
臺
で

あ
る
動
作
研
究
や
時
間
研
究
の
中
か
ら
は
嚴
密
な
科
學
的
な
正
確
な
決
定
が
な

.
さ
れ
な.
い
：だ
け
で
な
く
、
，具
體
的
な
現
實
の
經
營
に
お
い
.て
は
管
理
者
側
で
專

斷
に
ま
か
せ
ら
.れ
て
い
.る
®

ゥ

、

能
う
限
り
の
高
い
標
準
が
抓
じ
上
げ
ら
れ
る 

E
C

の
で
あ
る
。

.

特
に
そ
の
勞
働
の
標
準
化
は
動
作
、
時
間
研
究
に
•
ょ

っ

て

‘複

雜

勞

働

を

單

純
 

勞
働
せ
し
、
®f

收
取
に
對
應
し
て
意
識
的
に
最
高
基
準
を
設
定
す
る
も
の 

で
、.
一.
面

勞

働

科

學

考

が

、
テ

ィ

ラ

一

は

生

理

學

、

.
疲

勞

の

間

題

に

.っ

い

て

考

慮 

;

を
か
き
、；
勞
働
者.
の
過
勞
を
■う
み
出
す
お
そ
れ
が
あ
り
、.
そ

れ

に

も

か

か

.わ

ら 

ず
科
學
的
と
い
う
形
容
詞
を
っ
か
う
の
.は
芷
し
く
だ
い
と
枇
判
し
て
い
る

が

、
 

,
他
面
本
質
的
に
は
矢
張
り
以
上
の
內
容
こ
そ
が
科
學
的
に
對
1七
て
、
ま
さ
に 

T

非
科
學
的」

'
と

い

わ

れ

得

る

所

，以

で

あ

ろ

う

。

 

：

.
:,
.
 

, '
•
•
而
も
同
時
に.「

科.
學
的」

：
と
な
お
主
張
し
得
な
い
の
.は
勞
資
對
立
の
激
化
に 

.

と
も
な
っ
，て
、' .
‘七
の
對
抗
を
緩
和
、
抑
制
す
る
た
め
で
も
あ
る
こ
と
は
後
半
の

:

管
理1  
寶
制
度
を
も
っ
て
す
る
こ
と
で
も
明
か
で
あ
る
。

.
:

、
 

.. 

..... 

.

へ
独
；一； }

.
击
林
喜
樂
-1.
賃
金
形
態
論」

四
八
頁
。 

....

( .
附
詮
ニ
w

又
本
槁
は
次
稿
の
7
ォ
ー
K-
體
系
論
と
現
代
の
；經
營
生
產
管
理
方 

. 

'式
一—

ォ
丨
ト.
，
メ
ン
ー
シ
ョ
V
を

も

含

め

て

一
.—

の
序
說
的
部
分
で
あ
り
、
エ 

業
經
營
史
的
發
展
の
'環
で
も

あ
る
c
i
り

深
化
さ
れ
た
內
容
は
現
寘
の
日 

本
工
業
經
營
の
批
判
的
分
晰
を
明
確
な
ら
し
め
る
た
め
に
だ
ぇ
ず
端
緒
に
も 

ど
り
な
が
ら
行
が
ラ
考
え
：で
い
る
。

,

.

'

(

附
註
三)

：次
の
文
献
に
も
負
ぅ
所
ぶ
多
ぃ
。
，
，

一
、
，■土
犀
喜
1
郎
，「

テ
ィ
ラ
デ
丨
•
シ
ス
テ
‘ム
に
つ
い
て」

經
濟
集
志
ニ
十 

■■
■•
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一
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M
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g
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m
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n
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9
1
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..
'三
、
敷
田
禮..
一1—1
ァ
メ
リ
力
X
業
會
計
㈣
度
の
確
立
過
程
に
於
け
る
諸
問
題」

■
立
敎
經
濟
硏
究
十
卷
ニ
號
0 

*
本
稿
社
經
營
學
會
關
東
部
會
の
發
表
の
.
ー
部
分
で
あ
り
、
又
慶
應
義
塾
學
讓 

振
與
資
金
の
ー
端
で
ぁ
石
。

經

營

政

策

論

展

開

へ

の

一

試

論

：

. '
.

—

ア

メ

リ

カ

i

お

け

る

經

營

學

の

形

成
1

一
、
は
し
が
き

1
ー、.
世
界
恐
慌
と.
辍
營
管
理
制
，度

發

展

の

傾

向
...

'

三
、
^

•--
I

次
世
界
大
戰
終
結
ま
で
の
ノ
ゥ
、
ハ
ゥ
ヤ
ネ
ジ
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